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　２０１３年度も引き続き JENESYSプログラム（JICE、一般財団法人日本国際協力センタ－）の ASEAN

加盟国、豪州、NZ、インド、東ティモ－ル混成招聘プログラム参加学生のホームステイファミリーを

引き受けました。

また神戸YMCA国際・奉仕センタ－、北カルフォルニア日本文化コミュニティセンタ－JCCCNC第２回

TAKAHASHI YOUTH AMBASSADOR FELLOWSHIP PROGRAM の留学生のホームステイファミリーも引き受けまし

た。

北カルフォルニアから１名、インドネシアから２名が、昨年に続き、我が家に来て、一緒に、たこ

焼きパーティー、ホ－ムカラオケ大会、有馬温泉、ＵＳＪ等、楽しい休日や日常生活を無事に過ごす

ことができました。

長女も妻も私も、英語に振り回され、大変な『おもてなし』の連続でした。しかし、外務省等から

選抜されて日本に来る学生は、本当に

『さわやかな風』を我が家に吹き込んで

くれます。

長女もこの夏を通して、英語への取り

組みがかなり変わったように思います。

海外の人は、日本の人に比べて、おおら

かなところが私は大好きです。

また東京オリンピックの開催地選考プ

レゼンで、注目された『おもてなし』の

日本人の心は、世界にも通ずる大切なこ

とと私は感じました。

世界中の沢山の人々と笑顔のふれあい

を持つことは、最高の贅沢と思います。

近年、研究においても、少しずつ国際発

表で海外にいくこともできるようになり

ました。プライベ－トでも、海外にお知

り合いができるようになりました。色ん

な人と交流ができる場を与えて頂いたこ

とにとても感謝しています。

もし、神戸だけでなく、世界の人と

もっと身近にふれあいが持てれば本当に

幸せなことと思います。夢を夢のままに

しない努力を、少しずつ、家族とともに

頑張りたいと思います。今回のホームス

テイファミリー活動に協力頂いた方々に

感謝します。本当に有り難うございまし

た。
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